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　　　　　　　　　　　　彗星　だ　よ　リ

　　　　　　　　　　花山天丈垂　中村　要
　1952a（Grig9－Skjellerup）彗星Van　Bie一　も淡く13等になった．南阿ユニオン天交塁

sbroeckによって観測され’た3月6日のもの　でよく親測された・花山では測微観測の機

は疑はしい事が知れた・ベルゲドノレフ天文　會を失った．

塞のショール氏も3・月末まで襯配置來なか　　1952c（Carrasco）彗星　カラスコ彗星は

つたので，4月28日にVan　Bierbrseck氏が　獅子座βの束を南下して6．月上旬には13等

観測したのが隙見になるらしい・事情が多　となり観測が困難となる・各地の天文塁で

少や、こし）・ので1932aかdか分らな）・6刀　よく襯測さわて居る．

上旬には地球に0・25箪位まで近づ）・て11等　　Neujimin彗星（1916H）此の週期彗星は

級となり大熊座を東進し1日κ：約3度計い　ベルゲドルフ天剃跡のショール氏が100セ

た．観測と推算位置は絵りよく合はない・　ンチ鏡で3月26日目り5月1日まで10回も探

近日黒鴨過は5月12日頃になる．甚だぼん　したが登見されなかった．

やりした彗星であった．　　　　　　　　　　Br。oks・1（opff彗星等の未機見週期彗星

　1952d　（Hought｛，n－Ensor）彗星　ボート　の推算は三三急報で登行するから希望者は

ン彗星はEnsor氏にも4刀2日に濁立襲見　筆者に申込んでぼしv・・（料金一回二鐘）

された・此の彗星は急速に北進して5月10　　訂正　6月號カラスコ彗星の日々運動に

日頃に赤道を温州，此の頃には工0．5等位で　　十19ノ（？）とあったのは一19！であった・

あった．5月末には急に滅罪して三二より

　　　　　　　　　　　　　新刊紹介

工互．ジーンス著：宇宙の帥秘（山村清鐸：新物理學の牢記像）

　著者は既に天界誌上に於て讃者に見えた事のある理論天文無界の亘星であ

って夙に物理學の方面に於てもその盛名を馳せてみる．今回天文學教室の山

村理學士の手によって，「新物理學の宇宙像」なる表題でその翻繹が出來上っ

たのでこの機甲に簡軍な紹介を試みる事にする．

　先づその第一章「滅び行く太陽」に過て蕾時の天文學並に物理學の訳：く所とそ

れに依る人生観が設かれてるる．宇宙の宏大さを知り，滅び行く太陽を見る

時．宇宙に於ける地球の貧弱さを慨嘆し人間の小さき螢みのやがては無感畳

な宇宙を引して滅んで行かねばならぬ事を嘆く・然しこの種の宇宙観は新し

き物理學の立志で見直す必要がありはしないか？

　第二章「近代物理峯のM天地」に於ては蔭科學否蕉時代の哲學が自然科學成立

の一大鐵則と認めた因果律の起原に始まって，それが新しv・物理學殊に新量

子論の展開につれ如何に崩壊したかが解説されてるる．邸ちノ・イゼンベルグ
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等の不確定率に從へばある特定の原因より生れる結果は全く吾々の豫見を許

さないのである．之こそは正に驚くべき事實である．更に叉ド・プロィ等の

波動力學の基礎をなしてみる電子並に粘核の廻折現象にふれ，電子を一種の

「波」と見るド・プロイ，ボーアその他の物理縁者の電子の本質に關する考へ

を引用してみる・

　第三章「物質と輻射」は最も多分に天文學的知識を含んでみる．エネルギー

は質量をもつと云ふアインスタインの説にとき起して太陽が放散するエネ

ルギーの源を説明するには如何にしても物質の滅出（Anuihilation）に依らなけ

ればならない理由を述べてみる．このエネルギー滅出の手近な引回として近

日獲見された宇宙線を寛げてみる・更に渦釈星雲の後退速度の大なる中肉を

設明するために，敬年前ルメイトル等によって提出された膨張する宇宙の新説

を紹介して，彼自身は寧ろツゥイキイ等の説く所に随ふと述べてみる。

　第二墨田三章によって「物質宇宙は波から成る」と云ふ結論を得てみる．

第四章「相封性原理とエーテル」に於ては有名なマイケルソン・モーレイの唾壷に

始まって如何にして吾人が静止エーテルの存在を否定し，之に代ふるに相席

性原理を以てしたかを説いて，相封性原理の説明にふれその意味を明にして

みる．更に叉今迄の重力の相熱性原理の，電磁力への一般化の研究の問題に

もふれてみる．

　以上の第四章に重て新しい物理白馬に天文學の最も基礎的な部分に興れて

るる，ジーンス自らが設いてるる檬に，即吟者に非ざる者は現代の物理學上

の理論を把握する事は不可能事である・夫にも拘らす兎に角大艘の輪廓では

あるが僅かな頁で然かも藪式を用ひないで新物理學の基礎的諸問題を言上に

のせて可なりな程度にその論明を與へてるる貼は推奨に値する．

　第五章「問題は混沌として」に於ては新物理學によるジーンス自身の人生観及

宇宙観である・彼に從へば現代の科學的宇宙観は全くバークレーの断念論的

な見解と一致して「物」は，吾々個人を軍位する所謂「Eternal　spirit」の観念と

して存在するのであって，然もこの「精祠1」は言葉は不完全であるが「激釣的」

な方法に於て働くのである．この見地に於ては第一章の悲観的な暗示は正に

曝書に過ぎないのである．

　最後に科學批制にふれてみるがこの黙だけは全く肯定出來なV・．科學の法

則のもつ意味に封ずる正書な認識を鮫いてるるやうに思はれる．兎に角この

最後の数頁を除けば新しv・物理學及天文學の輪廓を知ると云ふ意味だけでな

しに言睾者の云ふ「新物理學の宇宙像」を如何に描くべきかをも併せて知る事が

出戸るだらう・敢へて一戸を奨む所以である。（丁字壷圓八拾銭，恒星肚）



244

會員に關する報告

輔
武
郎
豊
雄
郎
茂
郎
混

乱
四
房
太
太
太

本
中
鴫
三
見
幣
花
鴫

高
田
今
立
酒
高
榎
立
面

〔入 會〕

名古屋市東医城番町14

善通．寺高等女學校内

香川縣仲多度郡高篠村大字東高篠
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廣島市藥研堀町
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〔韓 居〕

（幅岡縣）　築上郡推田高等實業校

（元大阪市）　岡山品品島郡宇野1論評　藤原芳夫方

（墓　　潜）新藷洲苗栗郡公館公學校

（京都市）　中京匿御池通新町角　山田秀敏方

（北海道）小樽市線町三丁目八はの47

（旙岡縣）箱崎町阿多田川　原江頭方
（元シンガポール）　神戸市下面通．七丁目136

（示申　戸　市）　　灘廣宅石井忌中多郎386

（和歌山）和歌山縣日高郡和田村小三校
（長野縣）　下伊那郡喬木村小川分教揚

（元静岡縣）　山口縣小郡女子官業補習二三

（元京都市）　横二三神奈川匠子安町海道通3204

（元京都府）　山梨剛勇延山東谷経泉坊内

（宮城縣）　仙塁市清水小路51

（北海道）國舘市五稜郭町14
（元岡山縣）神戸市簾戸匿元町一丁目　サイキ商店内

（京都市）京都市左京踵紳樂岡町24来田キミ方

（元東京）長野縣上諏訪町大手町

（元青森）　青森市浦町橋本浦町高等小學校向加藤方

（京都市）　京都市左京圖黒谷町19

（京都市）京都市左京医田中総量町4の9齋藤梅次郎方

（元幅岡）　濱松市中島町326

（元東京）　東京府豊島郡上板僑4676吉田藤次郎方

（大阪市）大阪市庄吉匠田邊本町八丁目2

郎
孝

太藤
林

村竹
小

〔訂 正1

京都市下京匿新町五條下ル西入ル

静岡縣島田町4956


